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小学校・幼稚園閉校・閉園特集
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坂
下
小
学
校
は
、
明
治
6
年
の
開
校
以

来
1
4
0
年
に
わ
た
っ
て
歴
史
を
刻
ん
で

き
た
。

閉
校
式
で
は
、
写
真
パ
ネ
ル
で
記
念
碑

が
披
露
さ
れ
た
。
出
席
者
全
員
で
最
後
の

校
歌
を
歌
っ
た
後
、
滝
沢
校
長
と
6
年
生

の
佐
藤
総
一
郎
く
ん
が
、
竹
内

俊
町
長

に
校
旗
を
返
還
し
た
。

3
月
19
日
、
坂
下
幼
稚
園
の
卒

園
、
閉
園
式
が
行
わ
れ
た
。
93
名

の
園
児
一
人
一
人
が
卒
園
証
書
を

受
け
取
り
、
保
護
者
へ
感
謝
の
気

持
ち
と
と
も
に
卒
園
証
書
を
渡
し

て
い
た
。

そ
の
言
葉
を
聞
い
た
保
護
者
の

目
に
は
涙
が
浮
か
ん
で
い
た
。

坂下小学校 6年
須佐遥さん

　坂下小学校での思いでは数えきれないくらいで
きました。四つの小学校が統合した大きな学校でし
た。そのおかげで、たくさんの友達ができました。
時には、大変な事もあったけれど、毎日がとっても
楽しくて学校が大好きになりました。
たくさんの人に支えられ、ここまで大きくなりま
した。この坂下小学校で学んだたくさんの事を忘れ
ずに、夢に向かって進み続けます。
｢ありがとう！坂下小学校｣



小学校・幼稚園閉校・閉園特集
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若
宮
小
学
校
は
、
若
宮
幼
稚
園
の

閉
園
式
と
併
せ
て
行
っ
た
。
全
校
生
、

園
児
や
地
域
住
民
が
集
ま
っ
た
。
卒

業
式
で
は
、
松
原
校
長
が
「
世
界
一

の
建
物
に
は
、
世
界
一
の
基
礎
が
あ

る
。
立
派
な
人
に
は
、
立
派
な
基
礎

が
あ
る
。
み
な
さ
ん
も
立
派
な
基
礎

を
築
い
て
く
だ
さ
い
。」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。

校
庭
で
は
記
念
碑
が
除
幕
さ
れ
記

念
の
風
船
を
空
に
飛
ば
し
最
後
の
思

い
出
を
作
っ
た
。

若宮小学校 6年
山内将聖くん

ぼくたち14人が若宮小最後の卒業生となりました。
若宮小がなくなるのは、とてもさみしいです。でも、ぼ
くは、これから先も絶対に若宮小のことはわすれませ
ん。閉校記念にもらった、校歌のオルゴール。
それを聞くと、今まであったうれしかったこと、つら

かったことを思い出すことができます。このオルゴール
は、ぼくの将来の宝物になると思います。さびしい時は
その校歌をきいてみんなのことを思い出したいです。そ
して中学校に行っても、若宮
小で学んだことを生かしてが
んばりたいです。

3
月
19
日
、
若
宮
幼
稚

園
の
卒
園
式
が
行
わ
れ
た
。

17
名
の
園
児
一
人
一
人
が

卒
園
証
書
を
受
け
取
り
、

中
に
は
涙
を
流
し
な
が
ら

証
書
を
受
け
取
る
子
ど
も

も
見
ら
れ
た
。

保
護
者
か
ら
は
、「
こ

の
園
舎
に
入
れ
な
く
な
る

ん
だ
な
」
と
い
う
声
も
聞

こ
え
た
。



小学校・幼稚園閉校・閉園特集

金上小学校 6年
五十嵐絢音さん
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小学校・幼稚園閉校・閉園特集

金
上
小
学
校
は
、
明
治
6
年
の

開
校
以
来
1
4
0
年
に
わ
た
っ
て

歴
史
を
刻
ん
で
き
た
。

閉
校
式
で
は
、
金
上
幼
稚
園
の

閉
園
式
と
併
せ
て
行
っ
た
。

6
年
生
の
松
本
未
由
さ
ん
が
、

校
旗
を
、
幼
稚
園
の
大
堀
太
智
く

ん
、
山
口
愛
実
さ
ん
が
園
章
を
町

に
返
還
し
た
。
出
席
者
全
員
で
最

後
の
校
歌
を
歌
っ
た
。

3
月
19
日
、
金
上
幼
稚
園
の

卒
園
式
が
行
わ
れ
た
。
13
名
の

園
児
一
人
一
人
が
卒
園
証
書
を

受
け
取
っ
た
。

金
上
幼
稚
園
で
は
、
大
沼
園

長
と
齋
藤
先
生
が
退
職
を
迎
え

る
と
い
う
事
で
、
サ
プ
ラ
イ
ズ

で
保
護
者
か
ら
卒
業
証
書
と
花

束
が
贈
呈
さ
れ
た
。

この春、金上小学校は140年の歴史に幕を下ろします。
今までの思い出がいっぱい詰まった学校とお別れする
のはさみしいですが、私たちがいなくなったら学校もさ
みしがるだろうなあと思います。そこで、閉校しても学
校が花いっぱいに包まれるように、昨年の秋、みんなで
花壇にたくさん球根を植えました。
この春、その球根が花を咲かせる様子を見に来てくだ
さい。みんながまた遊びに来て
くれることを学校も楽しみに待
っていますから。
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小学校・幼稚園閉校・閉園特集

広
瀬
小
学
校
は
、
明
治
6
年
の
開

校
以
来
1
4
0
年
に
わ
た
っ
て
歴
史

を
刻
ん
で
き
た
。

卒
業
式
と
閉
校
式
を
併
せ
て
行
い
、

山
口
校
長
が
町
に
校
旗
を
返
納
し
た
。

出
席
し
た
全
校
生
、
教
職
員
、
保
護

者
、
地
元
住
民
の
代
表
ら
が
最
後
の

校
歌
を
歌
っ
た
。

広瀬小学校 6年
石川友菜さん

　わたしは、この広瀬小学校でたくさんの思い出を
作ってきました。広瀬小学校が今年で終わりだと思う
と、とても悲しくなります。そこで、最後の卒業生と
して、広瀬小学校があったことを心に刻み、卒業まで
の日々を笑顔で過ごしてきました。
そして、わたしたちが心に刻んだたくさんの思い出

は、未来へ伝えていく宝物であり、広瀬小学校のこと
を知らない人たちへの贈り物だと思います。広瀬小学
校ありがとう。
そして、さようなら。

3
月
19
日
、
広
瀬
幼
稚
園
の

卒
園
・
閉
園
式
が
行
わ
れ
た
。

10
名
の
園
児
一
人
一
人
が
卒
園

証
書
を
受
け
取
っ
た
。
卒
園
の

歌
を
歌
い
な
が
ら
涙
す
る
子
も

見
ら
れ
た
。

卒
園
式
の
最
後
に
、
広
瀬
幼

稚
園
の
看
板
を
山
口
園
長
よ
り

教
育
委
員
会
へ
返
納
さ
れ
た
。



「人の駅・川の駅・道の駅」拠点整備事業

平成26年度の開業に向けて整備を進めています

道の駅駅長
｢神田武宜｣氏

道
の
駅
駅
長「

道
の
駅
駅
長「
神神か

ん
か
ん

田田だだ

武武た
け
た
け

宜宜よ
し
よ
し

」」氏氏　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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○
道
の
駅
の
駅
長
を
志
望
し
た
理
由
に
つ

い
て
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

東
日
本
大
震
災
当
時
、
私
は
ブ
リ
テ
ィ

ッ
シ
ュ
ヒ
ル
ズ
で
働
い
て
い
ま
し
た
が
、

３
月
に
は
閉
館
の
た
め
自
宅
待
機
と
な
り
、

そ
の
時
期
に
は
湯
川
村
で
避
難
者
の
受
け

入
れ
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

４
月
か
ら
は
会
社
に
も
ど
り
、
先
生
方

と
一
緒
に
炊
き
出
し
を
行
っ
た
り
、
皆
で

避
難
所
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
風
評
被
害
等
に
悩

む
地
元
の
た
め
に
何
か
出
来
な
い
か
考
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

○
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ヒ
ル
ズ
で
は
ど
の
よ

う
な
仕
事
を
し
て
い
た
の
で
す
か
？

　

私
は
営
業
部
長
と
し
て
、
主
に
ホ
テ
ル

事
業
と
生
涯
学
習
を
結
び
つ
け
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
開
発
・
販
売
を
し
て
い
ま
し
た
。

関
連
と
し
て
、
天
栄
村
役
場
か
ら
大
学
・

英
国
大
使
館
ま
で
の
渉
外
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
し
た
。

○
道
の
駅
が
オ
ー
プ
ン
す
る
ま
で
の
課
題

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

道
の
駅
に
魅
力
的
な
物
・
食
・
人
が
集

ま
る
仕
組
を
作
る
こ
と
も
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
そ
れ
を
支
え
る
土
台
・
組
織
づ
く
り

が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
湯

川
村
・
会
津
坂
下
町
に
は
様
々
な
農
業
・

商
業
の
団
体
が
存
在
し
て
い
ま
す
の
で
、

道
の
駅
と
い
う
舞
台
を
整
え
、
集
客
し
、

そ
れ
ら
の
団
体
の
活
性
化
を
手
伝
い
、
共

に
道
の
駅
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

○
地
域
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
て
い
く
、
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

そ
の
と
お
り
で
す
。
村
民
・
町
民
の

方
々
の
表
現
の
場
…
…
見
せ
た
い
、
売
り

た
い
と
い
う
の
を
実
現
で
き
る
仕
組
み
を

作
る
の
が
私
の
役
目
で
す
が
、
主
役
は
村

民
・
町
民
の
方
々
で
す
。

○
道
の
駅
が
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
、
ど
の

よ
う
に
地
域
が
動
い
て
い
く
と
思
い
ま

す
か
？

　

魅
力
的
な
地
域
の
人
・
物
・
文
化
の
情

報
が
集
ま
り
、
発
信
さ
れ
、
交
流
人
口
が

増
大
し
、
若
く
て
元
気
の
あ
る
方
々
、
加

え
て
中
高
年
の
方
々
が
生
き
甲
斐
を
持
つ

よ
う
な
活
性
化
が
進
む
と
思
い
ま
す
。

○
最
後
に
、
湯
川
村
・
会
津
坂
下
町
の
皆

様
に
一
言

湯
川
村
・
会
津
坂
下
町
に
と
っ
て
は
、

ち
ょ
っ
と
お
茶
を
飲
ん
だ
り
、
食
事
を
し

た
り
、
打
合
せ
を
し
た
り
…
…
応
接
間
代

わ
り
に
使
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
ま
た
、

農
業
・
商
業
の
拠
点
と
し
て
お
お
い
に
活

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
人
が
集
ま

る
よ
う
な
仕
掛
け
・
仕
組
み
は
こ
ち
ら
で

提
案
さ
せ
て
も
ら
い
、
精
一
杯
集
客
に
は

げ
み
ま
す
。
一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

■道の駅（主なもの）
①「道の駅」用地造成工事
②地域振興施設建築工事（町・村）
③トイレ情報休憩棟建築工事（国）
④駐車場整備工事

■人の駅（主なもの）
　水防センター建築工事（町・村）

■川の駅（主なもの）
　多目的広場整備工事（芝張り16,000㎡）

平
成
25
年
度
の

整
備
内
容（
予
定
）

佐野目交差点

駐車場

地域振興施設

阿賀川
WC情報休憩棟

国道49号線

水防センター

「人の駅・川の駅・道の駅」基本設計（案）



「地区コミュニティセンター」へ

「地区公民館」から へ移行
　 4月 1日より会津坂下町 7地区の「公民館」が「コミュニティセンター」へ移行しました。
コミュニティセンターでは、これまでの公民館における生涯学習・社会教育事業だけでなく、地域の
創意工夫により人材・特産物・伝統文化といった地域資源を活用し、防災・防犯・福祉・子育てなど総
合的な地域づくりに取り組んでいきます。
コミュニティセンターについては、現在の公民館事業に地域づくり事業（地域づくり協議会の運営、
地区計画の実行・推進）が加わり、町が任命した地域コミュニティセンター長の指揮・監督のもと、Ｎ
ＰＯ法人ＮＩＶＯから配置された事務局長・事務局員が事務局を担い、地域に開かれた施設をめざしま
す。下の表がコミュニティセンターの運営に携わる事務局の一覧です。

【各地区コミュニティセンターのセンター長・事務局長・事務局員】
地区名 センター長 事務局長 事務局員

坂 下 地 区 鶴　見　常　夫 鈴　木　真由美 山ノ内　みつ子
若 宮 地 区 渡　部　幸　一 大　竹　京　子

大　堀　　　希
金 上 地 区 蓮　沼　孝　義 佐　藤　房　枝
広 瀬 地 区 高　田　定　男 加　藤　悦　子

吉　田　美　香
川 西 地 区 山　内　　　勇 佐　藤　　　浩
八 幡 地 区 佐　藤　孝　信 遠　海　　　勝

波多野　文　江
高 寺 地 区 廣　川　好　一 桑　原　健　一

※事務局員については坂下地区を除き、主に 2地区のコミュニティセンターを担当します。

Ｑ１：コミュニティセンターで会議を行う時の申し込み方法は？
Ａ１：公民館の時と同様、コミュニティセンター（旧公民館）にお申し込みください。また、統合した

小学校の校庭及び体育館を使用する場合もコミュニティセンターにお申し込みください。
Ｑ２：運動会やバレーボール大会はやらなくなるの？
Ａ２：公民館で実施してきました運動会などのスポーツ大会や青少年育成事業、文化・教養講座などは、

引き続き実施していきます。
Ｑ３：「地域づくり」の事業って何？
Ａ３：公民館の時に行われてきた生涯学習や社会教育事業の枠を超え、防災・防犯・福祉・子育てなど、

自分たちの身近な地域の課題を地域住民が協力し、助け合いながら解決し、地域を活性化するた
めに行う事業です。

分　　野 主　な　活　動　例
健 康 福 祉 お年寄りの見守り支援、敬老事業、有償ボランティア

生 活 環 境 環境保全活動、リサイクル活動、花いっぱい運動、地域防災訓練、危険箇所点
検、防災マップの作成

教 育 学 習 文化芸術活動、伝統文化の継承、青少年健全育成、子育て支援

スポーツ交流 スポーツレクリエーション活動、健康教室、地産地消の実践活動、コミュニテ
ィビジネス

【問い合わせ先　政策企画班　TEL 84-1504】
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集落での除染作業が始まります
昨年度策定された、会津坂下町除染実施計画により、今年度（平成25年度）から３年間
の予定で、集落での除染作業を開始します。
集落での除染作業を進めていくには、町民の皆さまの協力が不可欠です。
スムーズな除染の推進に向け、ご理解とご協力をお願いします。

8

３年間の予定はどうなっているの？

年度 平成25年 平成26年 平成27年
実施
地区

若宮、金上、
広瀬

坂下、八幡 川西、高寺

の予定で実施します。
これは、除染実施計画を策定する際に計測し

た、線量の測定結果をもとに決定しました。町
内で線量が高い地区から順次実施していく計画
です。
集落の除染って実際に何をするの？
皆さんがお住まいになっている集落の空間線

量を、年間 1 ミリシーベルト以下（毎時0.23マ
イクロシーベルト以下）にするため、宅地、道
路、水路などの空間放射線量を測定し、線量が
高いところを除染していきます。
住宅の敷地も除染するの？
個人の住宅の敷地も除染を実施します。ただ

し、実施するためには地権者の同意が必要とな
ります。ご理解とご協力をお願いします。
除染は誰が実施するの？
除染作業は、町が実施主体となり、町及び町

が委託した業者が実施します。
除染って実際に何をするの？
基本的には汚染されている物質の除去になり

ますが、場所によって除染の方法は変わってき
ます。実際に除染作業を実施する前には、地権
者の方と協議しながら進めていくことになりま
す。
家の屋根や壁はどうするの？
本町は、比較的線量が低い地域です。また、

原子力発電所の事故から約 2年が経過し、その
間の雨や雪などにより、屋根などの表面に付着
した放射性物質は雨どいなどの下に移動してい
ると考えられます。このことから、基本的には
建物の除染は実施しません。
もちろん、実際に放射線量を測定した結果、

基準を超える場合には、除染を実施します。

集落除染の進め方
集落説明会

集落ごとに除染に関する
説明会を実施します。

同意書のとりまとめ
地権者から、除染に関する同意をいただき
ます。

事前打合せ
放射線量の測定に関する日程等を決めさせ
ていただきます。

事前測定

敷地内の放射線量を測定します。

除染方法の決定
放射線量が基準を超える
ところがあった場合、そ
の除染方法について個別に協議します。

除染作業の実施
協議内容により除染
を実施します。発生
した土砂などは仮置
場に搬送し保管する
こととなりますが、
一時的に敷地内での保管をお願いする場合
がございます。

事後測定
除染を実施した場所の放射線量が低減され
ているか、再度線量を測定します。

結果のお知らせ
放射線量の測定結果、除染作業を実施した
場合はその結果を個別にお知らせします。

▼問い合わせ先
　放射能対策室　TEL 84-1527
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下水道（公共下水道・農業集落排水施設）
への接続をお願いします

会津坂下町では、生活環境の改善及び公共用水域の保全を図るため、公共下水道事業及び農業集落排
水施設整備事業、合併処理浄化槽設置整備事業を行っています。
公共下水道、農業集落排水施設の供用開始区域内にお住まいの皆さまは、下水道の役割をご理解いた
だき、早期の接続をお願いします。

公共下水道事業は、現在坂下東処理区及び坂下中央処理区の管渠整備を実施しております。
【坂下東処理区】
平成25年 4 月より新たに古坂下、桜木町の一部が供用開始となります。（図面参照）

【坂下中央処理区】
平成25年秋に一部供用開始を予定しております。

※供用開始区域や下水道で不明な点がありましたら、なんでも結構ですのでお問い合わせください。
※下水道への接続工事（排水設備工事）は、町指定店（建設業、設備工事店等）にご相談ください。指
定店以外は工事ができません。

【問い合わせ先　上下水道班　TEL 84-1531】



まちかどに歴史あり「中野竹子」のことvol.1

小
竹
会
の
佐
藤

順
子
さ
ん
と
山
口

金
子
さ
ん
に
中
野

竹
子
女
史
や
ご
家

族
、
小
竹
会
の
活

動
に
つ
い
て
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

佐
藤
…
「
八
重
の

桜
」
の
放
送
が
始

ま
っ
た
っ
け
が
今

ま
で
あ
ん
ま
り
関
心
の
な
か
っ
た
地
元
で
も
中

野
竹
子
の
こ
と
も
脚
光
が
浴
び
て
よ
か
っ
た
。

一
生
懸
命
Ｐ
Ｒ
す
ん
な
ん
ね
な
。

Ｑ
町
の
中
野
竹
子
女
史
顕
彰
の
気
運
は
い
つ
頃

か
ら
あ
っ
た
の
で
す
か
？

佐
藤
…
法
界
寺
の
宍
戸
和
尚
様
が
最
初
な
の
な

あ
。
私
が
子
供
の
こ
ろ
か
ら
中
野
竹
子
墓
前
祭

や
っ
て
ま
し
た
よ
。
私
が
小
学
校
の
時
、
墓
前

祭
に
行
っ
た
こ
と
あ
る
も
の
。
だ
か
ら
、
町
の

人
た
ち
は
竹
子
女
史
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
ず
っ

と
顕
彰
の
気
持
ち
が
あ
っ
た
と
思
う
。
称
え
る

会
と
か
祭
り
と
か
ず
っ
と
や
っ
て
た
ん
で
な
い

か
な
。

Ｑ
そ
れ
は
法
界
寺
が
中
心
に
な
っ
て
や
っ
て
た

ん
で
し
ょ
う
か
？

佐
藤
…
法
界
寺
は
も
ち
ろ
ん
だ
け
ど
、
町
の
有

志
が
や
っ
て
た
と
思
う
の
な
〜
。
今
わ
か
っ
て

ん
の
は
、
ほ
ら
橋
本
の
酒
屋
の
斎
藤
さ
ん
の
じ

い
ち
ゃ
ん
な
。（
塩
屋
さ
ん
で
す
か
？
）
そ
う

そ
う
、
そ
れ
に
う
ち
の
金
三
郎
じ
ん
ち
ゃ
も
や

っ
て
た
な
。

竹
子
の
お
墓
の
隣
に
高
い
塔
が
あ
ん
の
な
。

そ
れ
み
た
ら
、
裏
に
有
志
の
人
た
ち
の
名
前
が

か
い
て
あ
っ
て
そ
こ
に
こ
こ
の
お
じ
ん
ち
ゃ
の

名
前
も
あ
っ
た
な
。
だ
か
ら
、
戦
争
前
か
ら
祭

り
み
た
い
な
こ
と
や
っ
て
た
と
思
う
。

Ｑ
小
竹
会
が
で
き
た
の
は
？

山
口
…
小
竹
会
が
で
き
た
の
は
か
な
り
後
に
な

っ
て
か
ら
だ
よ
な
。

佐
藤
…
（
資
料
を
見
な
が
ら
）
あ
〜
。
昭
和
43

年
11
月
だ
わ
。
女
性
有
志
が
集
ま
っ
て
竹
子
女

史
の
忠
誠
を
称
え
る
た
め
小
竹
会
が
で
き
た
ん

だ
っ
て
。
母
体
は
地
区
の
婦
人
会
が
中
心
に
な

っ
て
結
成
し
た
の
な
。
墓
前
祭
の
と
き
は
、
婦

人
会
長
が
竹
子
の
追
悼
文
読
む
こ
と
に
な
っ
て

ん
の
。

　

広
田
さ
ん
が
ず
っ
と
会
長
や
っ
て
て
だ
い
ぶ

長
か
っ
た
の
な
。
い
つ
か
ら
私
や
っ
た
か
忘
れ

た
け
ど
二
代
目
が
私
な
の
。
町
民
の
人
た
ち
は

そ
の
ず
っ
と
前
か
ら
墓
前
で
拝
ん
で
い
た
の
な
。

Ｑ
会
長
は
佐
藤
さ
ん
が
二
代
目
で
そ
の
後
が
山

口
さ
ん
で
す
か
？

山
口
…
そ
う
な
の
私
が
三
代
目
な
の
。

Ｑ
法
界
寺
に
あ
る
薙
刀
や
書
な
ど
は
当
時
か
ら

伝
わ
る
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
？
妹
の
優
子
さ

ん
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
り
し
た
も
の
で
す
か
？

佐
藤
…
優
子
さ
ん
か
ら
で
は
な
い
と
思
う
。
や

っ
ぱ
り
法
界
寺
様
や
有
志
の
人
た
ち
が
集
め
た

も
の
だ
と
思
う
な
。

　

い
ろ
い
ろ
な
本
見
る
と
書
い
て
あ
る
こ
と
が

ま
ち
ま
ち
だ
け
ど
「
幕
末
・
会
津
藩
士
銘
々
伝
」

で
清
水
理
繪
さ
ん
が
竹
子
の
こ
と
書
い
て
ん
だ

け
ど
、
そ
れ
が
一
番
信
用
で
き
る
と
思
っ
て
い

る
。

　

書
く
前
に
、
私
と
山
口
さ
ん
で
い
ろ
い
ろ
案

内
し
て
調
べ
た
ん
だ
よ
。
竹
子
が
坂
下
の
何
処

に
い
た
か
っ
て
い
う
と
、
養
女
に
な
っ
た
赤
岡

大
輔
の
弟
の
玉
木
徳
五
郎
の
所
な
の
。
古
坂
下

の
桑
原
タ
イ
ヤ
屋
さ
ん
の
と
こ
ろ
な
ん
だ
け
ど
、

清
水
さ
ん
と
一
緒
に
桑
原
さ
ん
の
所
に
行
っ
た

時
、
竹
子
の
こ
と
は
聞
い
て
い
る
っ
て
言
っ
て

い
た
。
あ
そ
こ
は
私
が
子
供
の
こ
ろ
は
大
き
い

荒
物
屋
だ
っ
た
の
な
。

　

そ
こ
の
屋
敷
内
の
裏
の
方
に
徳
五
郎
と
竹
子

は
住
ん
で
い
て
沐
浴
の
時
、
覗
か
れ
た
こ
と
な

ん
か
あ
っ
た
ん
だ
っ
て
。
そ
こ
か
ら
御
池
田
の

山
ノ
内
家
に
も
時
々
出
入
り
し
て
た
の
。
山
ノ

内
家
の
今
の
婆
ち
ゃ
ん
は
私
と
同
級
な
ん
だ
け

ど
「
時
々
来
て
い
た
」
と
聞
い
て
い
る
と
言
っ

て
い
た
。
山
ノ
内
家
に
は
竹
子
の
書
が
あ
り
、

そ
の
う
ち
何
点
か
を
白
虎
隊
記
念
館
に
寄
付
し

て
ん
の
。

　

山
ノ
内
家
は
旧
家
だ
っ
た
ん
だ
。
白
虎
隊
記

念
館
の
早
川
館
長
は
い
つ
行
っ
て
も
山
ノ
内
家

の
こ
と
を
よ
く
言
っ
て
い
る
し
、
み
ん
な
元
気

か
よ
。
な
ん
て
気
に
か
け
て
い
る
ん
だ
よ
。
竹

子
は
信
心
深
い
人
で
山
ノ
内
家
に
は
竹
子
が
置

い
て
行
っ
た
5
〜
6
㎝
く
ら
い
の
仏
像
が
仏
壇

に
あ
ん
だ
よ
。

Ｑ
竹
子
の
家
族
の
事
は
何
か
わ
か
り
ま
す
か
？

佐
藤
…
竹
子
の
お
父
さ
ん
の
こ
と
だ
け
ど
、
実

家
は
ど
こ
だ
っ
た
か
わ
か
ん
な
い
け
ど
、
お
父

さ
ん
の
親
戚
が
柳
津
の
滝
谷
に
あ
っ
た
の
な
。

田
崎
っ
て
言
う
お
家
。
竹
子
だ
の
優
子
だ
の

時
々
行
っ
て
た
っ
て
書
い
て
あ
ん
の
な
。
田
崎

家
に
は
棒
術
の
棒
と
か
書
と
か
遺
品
残
っ
て
る

っ
て
。

　

私
、
た
ま
た
ま
弟
と
滝
谷
に
行
っ
た
時
、
田

崎
家
に
寄
っ
て
み
た
ん
だ
け
ど
今
は
み
ん
な
亡

く
な
ら
れ
て
親
戚
の
方
が
住
ん
で
ら
っ
た
。
で

も
留
守
で
あ
わ
ん
に
が
っ
た
の
。
私
が
会
長
の

時
、
墓
前
祭
に
田
崎
家
の
人
が
来
ら
っ
た
こ
と

あ
ん
の
。

　

そ
し
て
お
母
さ
ん
こ
う
子
さ
ん
の
実
家
は
栃

木
県
益
子
町
に
あ
ん
の
な
。
そ
こ
の
士
族
の
家

な
の
、
そ
こ
の
子
孫
の
人
も
私
会
長
の
こ
ろ
は

墓
前
祭
に
来
て
ら
っ
た
。
生お
い

沼ぬ
ま
家け

？

生
沼
昇
さ
ん
だ
っ
た
と
思
う
。
も
う
亡
く
な

ら
っ
た
べ
な
。

そ
し
て
、
優
子
の
ひ
孫
に
な
る
人
が
天
理
市

に
住
ん
で
ら
ん
の
。
こ
れ
は
実
際
の
子
孫
だ
か

ら
な
。
高こ
う

蘭ら
ん
子こ

さ
ん
て
言
わ
ん
の
。
今
年
、
墓

前
祭
に
来
る
こ
と
に
な
っ
て
ん
の
な
。

こ
の
人
は
歌
人
な
の
。
写
真
あ
っ
た
な
…
。

美
人
で
歌
人
で
頭
の
い
い
人
だ
な
。「
八
重
の

桜
」
が
放
送
さ
れ
て
っ
時
に
宣
伝
し
た
方
が
い

い
な
と
思
っ
て
手
紙
出
し
た
の
な
。
そ
し
た
ら
、

返
事
が
帰
っ
て
き
た
の
。
短
歌
の
新
聞
か
ら
高

蘭
子
さ
ん
の
住
所
が
わ
か
っ
て
手
紙
出
し
た
の
。

 

５
月
号
に
続
く　

聞
き
書
き
取
材
ノ
ー
ト

佐藤順子さんと山口金子さん

山ノ内家から白虎隊
記念館に寄贈された
中野竹子の書
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町史編さんだより

明
治
・
大
正
期
の

女
子
教
育

『
会
津
坂
下
町
史　

第
六
巻　

資
料
編
Ⅲ

近
代
・
現
代（
上
）学
校
文
書
』よ
り

若
宮
小
学
校
･
中
学
校（
発
売
中
）

日
本
を
代
表
す
る
陶
芸
家
、
板
谷
波
山
の
妻

板
谷
ま
る 

（
会
津
坂
下
町
出
身　

旧
姓
鈴
木
、

一
八
七
〇
〜
一
九
五
八
）
は
、
明
治
二
十
六
年

（
一
八
九
三
）、
会
津
若
松
に
「
会
津
女
子
職
業

学
校
」（
会
津
女
学
校
と
共
に
現
葵
高
等
学
校

の
前
身
）
を
創
立
し
、
主
任
教
諭
と
し
て
、
小

学
校
を
卒
業
し
た
女
子
に
裁
縫
と
手
芸
を
教
え

て
い
る
。
こ
れ
は
、
ま
る
が
社
会
福
祉
事
業
家

の
瓜
生
岩
子
（
喜
多
方
市
出
身
一
八
二
九
〜
一

八
九
七
）
の
奉
仕
活
動
を
手
伝
う
中
で
、
岩
子

か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
た
こ
と
に
よ
る
も
の

と
推
測
さ
れ
る
。

一
方
、
当
時
の
喜
多
方
町
で
は
既
に
明
治
二

十
一
年
（
一
八
八
八
）、
小
学
校
高
等
科
を
卒

業
し
た
女
子
の
た
め
に
裁
縫
を
教
え
る
高
等
補

習
科
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。
当
町
に
裁
縫
教
育

の
た
め
の
「
坂
下
町
立
精
華
女
子
補
修
学
校
」

が
小
学
校
に
付
設
さ
れ
る
の
は
、
大
正
三
年

（
一
九
一
四
）
の
こ
と
で
あ
る
。

当
町
で
も
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
以
来
、

学
校
教
育
の
中
に
裁
縫
を
教
科
と
し
て
推
進
し

て
い
た
が
、
実
情
は
、
音
楽
教
室
と
の
兼
用
や

裁
縫
用
板
の
不
足
な
ど
で
、
個
人
宅
で
の
習
い

事
に
留
ま
っ
て
い
た
。
明
治
二
十
年
（
一
八
八

七
）
に
坂
下
小
学
校
で
開
催
さ
れ
た
「
幻
燈
会
」

に
お
い
て
も
、
校
長
は
女
子
教
育
が
進
歩
し
て

い
な
い
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

こ
の
幻
燈
会
は
全
国
で
行
わ
れ
て
お
り
、
ス

ラ
イ
ド
映
写
機
で
絵
を
写
し
出
し
な
が
ら
、
教

育
の
必
要
性
を
語
り
聞
か
せ
る
集
会
で
あ
っ
た
。

娯
楽
も
兼
ね
て
お
り
大
勢
の
人
々
が
集
ま
っ
て

い
る
。
人
々
は
「
教
育
」
に
つ
い
て
感
じ
る
と

こ
ろ
が
あ
る
も
の
の
、
大
き
な
動
き
に
は
な
ら

な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
国
は
明
治

二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
に
女
子
の
就
学
促
進

の
た
め
、
小
学
校
に
裁
縫
科
を
奨
励
す
る
こ
と

と
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
な
ぜ
就
学
促
進
に
裁
縫
な
の
か

の
理
由
と
し
て
は
、
日
常
生
活
に
必
要
な
裁
縫

を
教
科
に
す
る
こ
と
で
、
保
護
者
へ
の
説
得
が

し
や
す
く
な
る
と
の
配
慮
か
ら
で
あ
る
。
こ
の

背
景
に
は
、
江
戸
時
代
末
期
の
一
八
六
〇
年
に

日
米
修
好
通
商
条
約
の
確
認
書
を
手
渡
す
た
め
、

勝
海
舟
一
行
が
米
国
を
訪
問
し
た
時
の
体
験
が

あ
っ
た
ろ
う
。
米
国
社
会
を
「
見
物
」
し
な
が

ら
、
日
本
人
の
心
を
捉
え
た
の
は
、
女
性
が
大

切
に
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
（
玉
虫

佐
太
夫
「
航
米
日
録
よ
り
」）。
明
治
四
年
（
一

八
七
一
）
に
欧
米
使
節
団
を
派
遣
し
て
先
進
国

の
実
情
を
「
調
査
」
す
る
段
に
な
る
と
、
女
性

を
含
む
四
十
三
名
の
留
学
生
を
同
行
さ
せ
て
い

る
。
こ
の
後
、
日
本

は
米
国
式
の
公
立

小
・
中
学
校
制
度
を

採
用
す
る
。
裁
縫
教

育
を
呼
び
水
と
し

て
、
全
体
の
識
字
率

を
向
上
さ
せ
、
広
く

興
業
を
活
発
に
し
て

国
を
富
ま
せ
、
そ
れ

で
軍
備
を
整
え
る
。

ま
た
、
機
能
性
に
優

れ
た
洋
服
も
取
り
入
れ
る
。
そ
し
て
、
先
進
国

の
仲
間
入
り
を
し
、
対
等
な
外
交
を
展
開
す
る
。

明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
に
描
か
れ
た
浮

世
絵
『
貴
女
裁
縫
之
図
』
に
は
、
ド
レ
ス
風
の

仕
事
着
で
洋
服
を
仕
立
て
る
六
人
の
女
性
が
描

か
れ
、
一
人
は
ミ
シ
ン
を
使
っ
て
い
る
。
ミ
シ

ン
は
今
の
パ
ソ
コ
ン
に
匹
敵
し
た
。
読
み
書
き

計
算
の
外
、
裁
縫
が
で
き
、
ミ
シ
ン
を
操
れ
る

豊
富
な
人
材
は
、
国
力
の
基
に
な
る
。
明
治
末

か
ら
大
正
に
か
け
て
の
繊
維
工
業
の
比
類
な
い

発
達
は
、
平
均
年
齢
十
七
歳
の
女
性
達
に
支
え

ら
れ
て
い
た
。

大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
の
当
町
で
は
、「
坂

下
実
科
高
等
女
学

校
」
が
小
学
校
に

付
設
さ
れ
る
。
こ

の
女
学
校
は
、
小

学
校
高
等
科
の
女

子
を
編
入
し
、
正

課
の
外
、
裁
縫
・

手
芸
を
教
え
た
。

当
時
の
小
学
校
の

児
童
は
、
男
三
百
五
十
七
人
、
女
三
百
二
十
六

人
の
計
六
百
八
十
三
人
で
、
就
学
率
は
百
％
に

近
か
っ
た
（
当
時
各
地
区
と
も
同
率
で
あ
る
）。

こ
こ
を
卒
業
し
た
女
子
の
進
路
は
不
明
だ
が
、

織
物
業
を
営
む
町
内
最
大
の
「
吉
川
機
業
工

場
」
に
勤
め
た
者
も
い
た
だ
ろ
う
。
大
正
二
十

年
（
一
九
二
〇
）
の
同
工
場
に
は
、
十
九
名
の

女
性
が
働
き
、
そ
の
内
十
五
名
は
十
五
歳
以
上

二
十
歳
未
満
で
あ
っ
た
。
因
み
に
、
当
時
の
就

業
時
間
は
約
十
時
間
が
普
通
で
あ
っ
た
。

そ
の
他
、
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
に

茂
原
次
郎
が
創
立
し
た
「
私
立
坂
下
講
学
堂
」

は
、
男
女
を
問
わ
ず
門
戸
を
開
き
、
卒
業
し
て

准
教
員
検
定
試
験
に
合
格
す
れ
ば
、
小
学
校
の

先
生
に
な
れ
る
学
校
で
あ
っ
た
。
大
正
四
年

（
一
九
一
五
）
に
閉
校
す
る
が
、
そ
の
間
七
百

余
名
の
卒
業
生
を
送
り
出
す
。
ま
た
、
同
じ
明

治
三
十
六
年
に
茂
原
が
創
立
し
た
「
私
立
坂
下

幼
稚
園
」
に
は
、
保
育
に
三
人
の
女
性
が
採
用

さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
県
下
で
も
早
い
時
期
の

開
園
で
あ
っ
た
。
教
師
免
状
を
持
つ
茂
原
は
三

年
間
程
、
福
島
民
友
新
聞
社
の
記
者
を
勤
め
た

こ
と
が
あ
り
、
時
勢
に
明
る
か
っ
た
に
違
い
な

い
。
そ
れ
故
、
町
内
の
有
識
者
に
適
切
な
助
言

が
で
き
、
当
町
初
の
女
子
補
修
学
校
設
立
に
も

貢
献
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

国
を
挙
げ
て
の
女
子
教
育
へ
の
取
組
み
は
識

字
率
の
向
上
に
つ
な
が
り
、
ア
ジ
ア
で
初
め
て

産
業
革
命
を
経
験
さ
せ
た
始
ま
り
と
も
言
え
る

だ
ろ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

町
史
編
さ
ん
室　

☎
83
‐
2
2
3
4

板谷波山・まる夫妻

大正15年　私立坂下幼稚園 大正元年　私立坂下講学堂卒業生
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食育だより

3 月 4 日　 3年生授業参観より

12

ばんげの味が育てる
おいしい楽しい健やかライフ

その40

～平成24年度　広瀬小学校のとりくみ（ＰＴＡより）～

平成24年度　広瀬小学校ＰＴＡでは、食育推進地域の「体験活
動を通して学ぶ取り組み」の活動として、1学年行事において「親
子でおやつ作りにチャレンジ」に取り組みました。材料は子ども
たちが生活科で育てたサツマイモです。子どもたちが授業で苗を
植え、ワラ寄せや草むしり、肥料をまき、収穫したサツマイモで
す。このおやつ作りでは、親は手を出しません。子どもたちがす
べての作業をします。包丁で切る、皮をむく、つぶして混ぜる、
そしておいしいサツマイモの「ケーキと茶きんしぼり」が出来上
がりました。この取り組みでは、子どもたちに料理を体験させる
ことで「食べることに関心を持つ」、「家庭でも親子で料理作りが
できる」というねらいがあります。

このほか、広瀬小学校
では学校給食センター二
瓶栄養教諭による「バラ
ンスの良い朝食の取り方」についての授業参観などを通して、
児童と保護者それぞれが「食事の栄養、効果」に関する共通理
解を深めることができました。

☆★☆★4月１９日（食イクの日）手作りおやつ☆★☆★

＜材料（4人分）＞
そば粉.................... 1/2カップ
小麦粉.................... 1/2カップ
さつまいも....................400ｇ
砂糖.................................. 80ｇ
塩............................小さじ1/2
バター........................小さじ１
揚げ油・粉砂糖................適量

＜作り方＞
①　さつまいもは厚めに皮をむき輪切りにし30分くらいあく抜きを
する。
②　①を柔らかく茹で、熱いうちに裏ごしをする。
③　②の中に砂糖、塩、そば粉、小麦粉、バターを加え、手でよく混
ぜ、直径２㎝位のだんご状にしっかり丸める。（まとまらない時に
は牛乳を少量加える。）
④　揚げ油（170℃くらい）でからりと揚げる。
⑤　揚がったら熱いうちに粉砂糖を絡める。



図書室だより

中央公民館図書室　TEL 83-3010（定休日 : 第２火曜日）

厳しかった冬もようやく終わりを告げ、やわらかな春の日差しが感じられるようになりました。入
園・入学や桜の開花など、 4月は新しい喜びにあふれる季節ですね。
図書室にも、新しい本がたくさん入っています！今月はその中から 4冊をご紹介します。 

一般
向け ふるさと文学さんぽ 福島 一般

向け
清らにたかく：ハンサム・ガール；2
：維新の新島八重 

澤正宏/監修
大和書房（2012年7月出版）

松尾しより/著
双葉社　（2013年1月出版）

分類番号
L918.6

ジャンル
郷土の文学集

分類番号
LC

ジャンル
郷土のコミック

目に見える景色は移り変わっても、ふるさとの風
景は記憶の中に残ります。文豪から現代作家まで、
都道府県ごとにゆかりの文学作品を集めたアンソロ
ジー集。福島県編は、高村光太郎『あどけない話』、
井上靖『小磐梯』、椎名誠『会津街道血ケムリ宿』
など21編を収録。文学作品に描かれた「ふくしま」
をさんぽしませんか。

月刊誌『JOURすてきな主婦たち』の連載をまと
めたコミックの第2巻では、会津戦争後の八重の姿
を描きます。愛する会津を守るため戦い敗れ、心身
ともに傷ついた八重は、兄･覚馬のいる京都で暮ら
し始めます。そこで出会ったのが、日本初のキリス
ト教精神に基づいた私立大学設立を目指す、運命の
人・新島襄でした…。

子ども
向け ほわほわさくら 子ども

向け
すみれちゃんは一年生
（すみれちゃんクロニクル；2）

ひがしなおこ/さく　
きうちたつろう/え
くもん出版 （2010年2月出版）

石井睦美/作
黒井健/絵
岩崎書店 （2012年11月出版）

分類番号
EB

ジャンル
赤ちゃん・幼児
向け絵本

分類番号
K913A

ジャンル
日本のお話

（低学年向け）
春のことを目をとじて考えてみましょう。空気が

ほんわりあたたかくなって、芽が出て、花が咲いて
…。想像すると、うれしくなります。春の主役は、
なんといっても桜。桜の花びらが、ほわほわ、ふわ
ん、ふるるる、ほろろん…。やわらかなリズムも春
らしい絵本です。

おしゃれでおしゃまなすみれちゃんは、一年生に
なりました。もちろん、ランドセルはすみれ色。幼
稚園からのなかよし三人組、あやかちゃんとまりち
ゃんともいっしょです。大きなおねえさんになっ
て、うれしくてしかたがないすみれちゃんですが、
ひとつ悩みの種があって…。

中央公民館図書室では、貸出用の手提げ袋をご用意しております。
お気軽にご活用ください。
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TOWN TOPICS

まちの話題まちの話題

14

明るく住みよい会津坂下町を築く道しるべとして
制定された、『会津坂下町民憲章』の推進にふさわ
しい活動をされた個人及び団体を対象に、毎年推進
章を贈呈しております。

○福田久美さん
坂下小学校手芸クラブの外部講師として長年にわ
たり、児童への指導や材料の準備等を行われ、その
丁寧な指導により、児童の心に手芸の楽しさや創作
する力が育った。
○目黒香代子さん、佐瀬繁子さん
坂下小学校茶道クラブの外部講師として長年にわ
たり、児童へ茶道の基本的な所作や割り稽古の丁寧
な指導により、児童の心に茶道への興味と関心が高
まった。
○村岡忠征さん
坂下小学校特別支援学級児童のため長年にわたり
自宅の畑を無償で提供し、野菜の栽培方法を指導さ
れてきたことにより、児童の心に植物栽培への興味
と関心が高まった。
○坂下小学校図書ボランティア
平成17年度から図書館教育に携わり、「朝の読書
時間の読み聞かせ」、「図書の整理整頓、貸出返却の
世話」、「新刊図書のラベル貼り」、「本の修理」など
の活動を行ってこられた。
○金上小学校
毎年、全児童と職員で金上地区の空き地や公園、
通学路等の美化清掃活動を実施している。また『金
上さなぶり祭』では多くの高齢者の方々が参加いた
だけるよう420名分の招待状を作成した。さらに24
年度は地域内の雪かたしボランティア活動も行った。
○生江一善さん
長年にわたり広瀬小学校児童のために、毎朝学校
近くの交差点で見守り活動を行われ、その活動によ
り地域や児童の心に安心感を与え、交通事故防止に
努めてこられた。

教育委員会顕彰表彰は、町で文化の向上や教育の振
興、発展に貢献しその功績が顕著である団体や個人に
贈られます。平成24年度は、53人と 8 団体が受賞し、
賞状と記念品が贈呈されました。

 受賞者（敬称略） （順不同） 
【坂下小学校】坂下小学校　坂下小学校相撲部
【 6年】佐藤菜月　荒海有梨　山内誠也　佐藤嵩馬

千代直輝　板橋聖一郎　宇内裕仁
渡部まひろ　佐々木つづる

【 5年】岩淵昌子　菊池百音　佐藤美月
【 4年】栗城幸士郎　松永華奈　齋藤優海
【 3年】桑原希　山田祐惟子　【 1年】五十嵐千尋
【若宮小学校】若宮小学校　若宮ちびたんワン
【 6年】荒井結妃　【 5年】荒井悠真　新井田菜月
【 4年】渡部孝芽　【 2年】新井田朋香　田村太陽
【 1年】目黒兵龍
【金上小学校】　【 5年】佐藤慎太郎　【 2年】本田和愛
【広瀬小学校】　【 6年】須藤真奈美　【 5年】生江浩太
【 4年】仙波倖祐　江花拓
【坂下中学校】相撲部　卓球部　バドミントン部

陸上部中学女子1年生リレーチーム
【 3年】三星治輝　那知上瑞希　白井彩　塩川成美

松浦将太　長谷川千尋　永山春奈　蓮沼隆世
横澤翔　宮田和花　目黒明希子　宮下聖生
五十嵐礼

【 2年】渡部雛　鈴木紅羽　宇内智哉　永山葵
蓮沼萌生　小林寛美

【 1年】山内颯太朗　内川湧太　戸内呼統子
【感謝状（一般）】㈱メフォス

会津坂下町教育委員会顕彰表彰

会津坂下町民憲章推進章贈呈式



まちの話題
TOWN TOPICS

ご寄付に感謝します

お詫びと訂正　 3月号「広報あいづばんげ」の12ページに掲載しまし
た「農地の賃借料情報の農地区分の内訳」の「単位ｇ」
は「ｋｇ」の誤りです。ここに、お詫びして訂正いた
します。▼問い合わせ先　農業委員会　TEL 84-1534

15

　平成24年度にご寄附いただいた方
への感謝状贈呈式が 3月25日、町役
場大会議室で行われ感謝状が贈られ
ました。皆さんのご寄附・ご寄贈の
目的に沿えるよう、有効に使わせて
いただきます。

 受賞者（敬称略） （順不同） 
●鈴木　勝　●㈱みどり
●佐藤　義光　●石綿　力
●金田　耕作　●土屋　洋一
●遠藤　孝雄　●陽だまりの会
●JA会津みどり和牛部会
●市川まつり実行委員会
●国際ソロプチミストばんげ
●会津坂下町商工会 女性部
●旧坂下中学校26年卒業生一同
●明るい社会づくり運動両沼地区協
議会
●仙台コカ・コーラボトリング㈱
　会津営業所長　斎藤　光浩
●㈱ナカボーテック
　生産・調達部　部長　横矢　悦男
●㈶青少年交流振興協会
鈴木規夫エンジョイゴルフイン会
津
●㈱リオン・ドール コーポレーシ
ョン　代表取締役 小池 信介
●㈱彌満和プレシジョン
　代表取締役社長　渡邊　芳男
●ＪＡ会津みどり女性部
　みどりの会

会津坂下町感謝状贈呈式

遠藤　孝雄　様
「図画板140枚」

小学校児童の美術絵画の授業に寄
与するため

若宮ちびたんワン
綱引きで福島県大会優勝

　 2月15日、若宮スポーツ少年団
（若宮ちびたんワン）のメンバー
が、第29回福島県綱引選手権大会
Jr320㎏以下の部で優勝の報告に
町役場を訪れた。
　 8月 4日の全国大会を最後に若
宮ちびたんワンは解散する。
　小学校統合後は、NPO法人ス
ポーツクラブバンビィの綱引種目
として活動を続ける。
　沼木副町長は、「若宮ちびたん
として出場する全国大会では、悔
いの残らないよう 1本の綱に気持
ちを込めてがんばってください」
と激励の言葉を述べた。

湯川村学校給食調理業務を
会津坂下町委託で締結

　 3月 5日、湯川村が 4月から
学校給食調理業務を会津坂下町
に委託するのにあわせ両町村で
協議書を締結した。
湯川村は、学校給食調理場が
老朽化したため、平成23年度に
移転・新築した会津坂下町の学
校給食センターに調理業務を委
託する準備を進めてきた。
会津坂下町学校給食センター

は、4 月から湯川村の 2 つの小
学校、 1 つの中学校分を作るこ
とになる。
同センターがこれまで取り組
んできた地産地消メニューは、
湯川村の食材を加え、両町村の
特色を生かしながら継続してい
く。
竹内町長は、「安全、安心の
給食提供に努めたい」とあいさ
つした。
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さ
れ
た
事
業
又
は
先
駆
的
な

事
業

○
過
疎
・
中
山
間
地
域
集
落
等
活
性

化
枠

集
落
等
や
協
定
団
体
が
行
う
集
落

等
再
生
事
業
（
単
な
る
維
持
修
繕
を

除
く
）

▼
募
集
期
間

　

5
月
8
日
（
水
）
ま
で

※
期
日
必
着
の
た
め
早
め
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

※
様
式
等
は
会
津
地
方
振
興
局
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

政
策
企
画
班
☎
84
‐
1
5
0
4

湯
川
村
と
会
津
坂
下
町
が
共
同
で

設
置
す
る
『（
仮
称
）
道
の
駅
あ
い

づ
』
農
産
物
等
直
売
所
へ
の
出
荷
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る

方
は
、
次
の
と
お
り
申
込
み
く
だ
さ

い
。
随
時
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

▼
出
荷
者
の
要
件

①
自
ら
農
産
物
・
加
工
品
等
を
生

産
・
製
造
し
、
事
業
の
目
的
に
賛

同
す
る
者
。

②
公
序
良
俗
を
守
り
、
法
令
等
を
遵

守
で
き
る
者
。

③
適
正
農
薬
の
使
用
及
び
生
産
履
歴

の
記
帳
等
を
行
う
者
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
観
光
班
☎
83
‐
5
7
1
1

　

湯
川
村
地
域
振
興
課

　

☎
0
2
4
1
‐
27
‐
8
8
3
1

※
問
い
合
わ
せ
先
に
登
録
用
紙
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
記
入
の
う
え
申

込
く
だ
さ
い
。

　
「
生
ま
れ
て
良
か
っ
た
。
住
ん
で

良
か
っ
た
」
と
心
か
ら
思
え
る
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
に
、
公
益
的
な
事
業

を
実
施
す
る
団
体
に
事
業
費
を
支
援

し
ま
す
。
皆
様
の
想
い
を
ご
提
案
く

だ
さ
い
。

▼
募
集
期
間

　

4
月
19
日
（
金
）
ま
で

▼
申
請
方
法

役
場
政
策
企
画
班
ま
た
は
、
ま
ち

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
応
募
く
だ

さ
い
。【
申
請
書
類
も
設
置
し
て
お

り
ま
す
】

▼
対
象
団
体

公
益
活
動
を
実
施
す
る
団
体
、
行

政
区
等

▼
対
象
事
業

公
益
的
な
活
動
で
あ
り
、
ま
ち
づ

く
り
を
担
う
人
材
育
成
、
地
域
交
流
、

地
域
課
題
に
対
応
し
た
活
動
事
業

（
従
来
か
ら
の
活
動
や
営
利
目
的
の

活
動
、
他
に
補
助
金
等
を
受
け
て
い

る
活
動
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
）
審

査
委
員
会
が
審
査
し
、
対
象
事
業
を

発
掘
調
査
作
業
員
募
集

「（
仮
称
）
道
の
駅
あ
い
づ
」

農
産
物
等
直
売
所
施
設
出
荷

希
望
者
募
集

選
定
し
ま
す
。

▼
事
業
費

　

上
限
10
万
円
（
食
料
費
・
人
件
費

は
対
象
外
）
5
件
程
度

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

政
策
企
画
班
☎
84
‐
1
5
0
4

福
島
県
地
域
づ
く
り
総
合
支

援
事
業
（
サ
ポ
ー
ト
事
業
）

募
集

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
推

進
事
業
募
集

▼
実
施
日　

4
月
12
日
（
金
）

▼
場
所
・
時
間

○
J
A
会
津
み
ど
り
坂
下
総
合
支
店

　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
1
時
30
分

○
マ
ル
ト
建
設
㈱

　

午
後
3
時
〜
6
時

▼
対
象

①
16
〜
69
歳
の
方
（
65
歳
以
上
の
方

は
60
〜
64
歳
ま
で
に
献
血
経
験
の

あ
る
方
）

②
体
重　

男
性
45
㎏

　
　
　
　

女
性
40
㎏
以
上
の
方

③
過
去
に
輸
血
を
受
け
た
経
験
が
な

く
、
現
在
健
康
な
方

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　

☎
83
‐
1
0
0
0

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

こ
れ
ま
で
任
意
接
種
で
行
っ
て
い

た
3
ワ
ク
チ
ン
が
、
定
期
接
種
に
な

り
ま
す
。

▼
ワ
ク
チ
ン
の
種
類

　

①
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン

　

②
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　

③
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

▼
接
種
医
療
機
関

　

か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関

▼
持
参
品

　

母
子
健
康
手
帳
、
予
診
票

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　

☎
83
‐
1
0
0
0

予
防
接
種
に
つ
い
て
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健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
で
は
、
自
動

血
圧
計
、
体
脂
肪
計
、
エ
ア
ロ
バ
イ

ク
な
ど
、
健
康
増
進
の
た
め
の
機
器

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
ご
自
身
の
体

調
に
合
わ
せ
て
、
ご
自
由
に
お
使
い

く
だ
さ
い
。

▼
開
放
日

　

月
〜
金
曜
日
（
祝
祭
日
を
除
く
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　

☎
83
‐
1
0
0
0

　

ふ
た
ご
・
み
つ
ご
の
お
子
さ
ん
の

ご
家
族
を
中
心
に
交
流
会
を
行
い
ま

す
。（
ふ
た
ご
・
み
つ
ご
の
お
子
さ

ん
を
出
産
予
定
の
妊
婦
の
方
も
ど
う

ぞ
）

▼
日
時
（
午
前
10
時
〜
正
午
）

　

5
月
10
日
（
金
）

　

7
月
12
日
（
金
）

　

9
月
13
日
（
金
）

　

平
成
26
年
3
月
7
日
（
金
）

▼
場
所

　

会
津
若
松
市
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
費　

無
料

※
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
「
つ
い

ん
ず
ク
ラ
ブ
担
当
」
に
3
日
前
ま

で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

会
津
保
健
福
祉
事
務
所
（
会
津
保

健
所
）
児
童
家
庭
支
援
チ
ー
ム

　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
で
は
、
妊
婦

さ
ん
を
対
象
に
、
母
子
健
康
手
帳
を

交
付
し
て
い
ま
す
。
母
子
健
康
手
帳

は
妊
婦
健
診
を
受
け
る
際
に
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
妊
娠
が
わ
か
っ
た

ら
で
き
る
だ
け
早
め
に
交
付
を
受
け

ま
し
ょ
う
。
一
緒
に
来
所
さ
れ
た
お

父
さ
ん
に
も
父
子
手
帳
を
差
し
上
げ

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
交
付
日
時
（
祝
日
を
除
く
）

　

毎
週
金
曜
日
の
午
前
中

　

午
前
9
時
〜
11
時
30
分

▼
場
所　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

▼
持
参
品

　

妊
娠
届
出
書
（
医
療
機
関
で
事
前

に
配
布
）

▼
所
要
時
間

　

15
分
〜
30
分
程
度
（
母
子
健
康
手

帳
の
使
い
方
や
妊
娠
期
の
過
ご
し
方

な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　

☎
83
‐
1
0
0
0

母
子
健
康
手
帳
の
交
付

健
康
増
進
機
器
の
開
放

　

☎
29
‐
5
2
7
8

県
と
県
立
医
科
大
学
で
は
、「
県

民
健
康
管
理
調
査
基
本
調
査
」
問
診

票
に
関
す
る
出
前
書
き
方
説
明
会
と

相
談
会
を
ご
要
望
に
応
じ
て
開
催
し

ま
す
。
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く
午

前
9
時
〜
午
後
4
時
の
間
で
、
1
回

当
た
り
10
名
〜
15
名
ま
で
対
応
が
可

能
で
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

県
立
医
科
大
学
県
民
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー

　

☎
0
2
4
‐
5
4
7
‐
1
7
8
6

つ
い
ん
ず
ク
ラ
ブ

県
民
健
康
管
理
調
査
基
本
調
査

▼
対
象
者

　

対
象
疾
患
に
よ
る
障
が
い
が
あ
る

方※
身
体
障
害
者
手
帳
の
所
持
の
有
無

は
問
い
ま
せ
ん
。

※
対
象
疾
患
は
1
3
0
疾
患
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

○
障
が
い
児
・
者

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
相
談
支

平
成
25
年
４
月
か
ら
難
病
等
の

方
々
が
障
が
い
者
福
祉
サ
ー
ビ

ス
等
の
対
象
と
な
り
ま
す

援
、
補
装
具
及
び
地
域
生
活
支
援

事
業

○
障
が
い
児

障
が
い
児
通
所
支
援
、
障
が
い
児

入
所
支
援

▼
手
続
き

　

対
象
疾
患
に
罹
患
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
証
明
書
（
診
断
書
又
は
特

定
疾
患
医
療
受
給
者
証
等
）、
印
鑑

を
持
参
の
上
、
役
場
生
活
部
福
祉
班

へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
班
☎
84
‐
1
5
2
2

　

国
に
、
行
政
相
談
委
員
と
し
て
推

薦
し
て
お
り
ま
し
た
鶴
見
常
夫
氏
・

渡
部
ひ
ろ
み
氏
が
平
成
25
年
4
月
1

日
付
け
で
総
務
大
臣
よ
り
委
嘱
発
令

さ
れ
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
役
所
等
の
仕

事
に
つ
い
て
の
苦
情
や
意
見
・
要
望

を
受
け
付
け
、
皆
さ
ん
と
関
係
行
政

機
関
等
と
の
間
に
立
っ
て
、
そ
の
解

決
を
促
進
す
る
よ
う
相
談
に
応
じ
て

い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
会
津
坂
下
町
の
行
政
相
談
委
員

○
鶴
見
常
夫
（
新
町
）

昭
和
24
年
5
月
17
日
生
ま
れ

会
津
坂
下
町
字
市
中
新
町
甲

3
8
1
6
番
地

○
渡
部
ひ
ろ
み
（
諏
訪
町
）

昭
和
30
年
3
月
15
日
生
ま
れ

会
津
坂
下
町
字
市
中
四
番
甲

3
7
8
0
番
地
2

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

戸
籍
環
境
班
☎
84
‐
1
5
0
0

喜
多
方
市
役
所
本
庁
庁
舎
B
棟
1

階
「
喜
多
方
証
明
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
」
に
お
い
て
、
登
記
事
項
証
明
書

等
の
交
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

▼
受
付
時
間

　

午
前
9
時
〜
正
午

　

午
後
1
時
〜
4
時
30
分

▼
取
扱
業
務

○
全
国
の
土
地
・
建
物
及
び
会
社
・

法
人
の
登
記
事
項
証
明
書

○
全
国
の
会
社
・
法
人
の
代
表
者
事

項
証
明
書

○
会
社
・
法
人
の
印
鑑
証
明
書
（
印

鑑
証
明
書
の
請
求
に
は
、
印
鑑
カ

ー
ド
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
請
求
す
る
際
に
代
表
者
の
生

年
月
日
の
入
力
が
必
要
で
す
。）

※
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
さ
れ
て
い
る
不

動
産
及
び
会
社
等
に
限
る
。

※
要
約
書
及
び
地
図
・
図
面
等
の
交

付
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

福
島
地
方
法
務
局
若
松
支
局

　

☎
27
‐
1
5
0
1

行
政
相
談
委
員
に
鶴
見
常
夫
氏

（
再
任
）・渡
部
ひ
ろ
み
氏（
新
任
）

喜
多
方
市
役
所
で
登
記
事
項

証
明
書
等
を
交
付
で
き
ま
す

17



お information
　

町
で
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設

置
さ
れ
る
方
に
対
し
平
成
25
年
度
予

算
の
範
囲
内
で
、
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。

▼
平
成
25
年
度
合
併
処
理
浄
化
槽
補

助
金
交
付
額

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備

事
業
補
助
金

▼
対
象
と
な
ら
な
い
区
域

○
公
共
下
水
道
認
可
区
域
（
下
水
道

整
備
が
当
分
見
込
ま
れ
な
い
場
合

は
除
く
）

○
農
業
集
落
排
水
施
設
整
備
事
業
実

施
区
域

▼
補
助
対
象
の
要
件
（
変
更
の
内
容

も
含
む
）

○
単
独
処
理
浄
化
槽
及
び
く
み
取
り

便
槽
か
ら
の
転
換

○
住
宅
用
途
の
浄
化
槽
（
併
用
住
宅

は
、
住
宅
部
分
の
延
床
面
積
が

1
／
2
以
上
の
も
の
に
限
る
）

▼
単
独
処
理
浄
化
槽
及
び
く
み
取
り

便
槽
撤
去
費
用

単
独
処
理
浄
化
槽
、
く
み
取
り
便

槽
撤
去
費
用
の
補
助
に
つ
い
て
は
、

上
記
の
本
体
工
事
費
に
上
乗
せ
し
て

の
交
付
と
な
り
ま
す
。

▼
撤
去
費
用
の
助
成
額

【
国
費
補
助
額
】
1
5
0
0
0
円

○
切
り
替
え
の
要
件

　

単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら

【
県
費
補
助
額
】
3
0
0
0
0
円

○
切
り
替
え
の
要
件

単
独
処
理
浄
化
槽
及
び
く
み
取
り

便
槽
か
ら

※
要
件
に
よ
り
該
当
し
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

上
下
水
道
班
☎
84
‐
1
5
3
1

【増改築する場合】
建物の延床面積 浄化槽の規模 金　額
130㎡以下 5人槽 352,000円
130㎡を超える 7人槽 441,000円
2 世帯住宅 10人槽 588,000円

【新築及び更地にした場合】
建物の延床面積 浄化槽の規模 金　額
130㎡以下 5人槽 177,000円
130㎡を超える 7人槽 220,000円
2 世帯住宅 10人槽 294,000円
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▼問い合わせ先
　税務管理班（固定資産税・町県民税・軽自動車税） TEL 84-1502
　保険年金班（国民健康保険税） TEL 84-1501
　（介護保険料・後期高齢者保険料） TEL 84-1513
　上下水道班（水道料金・下水道使用料・農業集落排水使用料） TEL 84-1531
　建設班（住宅使用料）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 TEL 84-1506
　保育所（児童福祉負担金） TEL 83-3202

平成25年度　町税等納期一覧表

月 納期限

固
定
資
産
税

町
県
民
税

軽
自
動
車
税

国
民
健
康

保

険

税

介
護
保
険
料

後
期
高
齢
者

保

険

料

水
道
料
金

下
水
・
農
集

排
使
用
料

住
宅
使
用
料

児
童
福
祉

負

担

金
4 月 4 月30日 ○ 　 　 　 　 　 ○ ○ ○
5月 5月31日 　 　 ○ 　 　 　 ○ ○ ○
6月 7月 1日 　 ○ 　 　 　 　 ○ ○ ○
7月 7月31日 ○ 　 　 ○ ○ 　 ○ ○ ○
8月 9月 2日 　 ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○
9月 9月30日 　 　 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○
10月 10月31日 　 ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○
11月 12月 2 日 ○ 　 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○
12月 12月27日 　 　 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○
1月 1月31日 　 ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○
2月 2月28日 ○ 　 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○
3月 3月31日 　 　 　 　 　 　 ○ ○ ○
納入
場所

○東邦銀行坂下支店及び町金庫（役場内派出所）　○大東銀行坂下支店　○会津信用金庫坂下支
店　○会津商工信用組合会津坂下支店　○会津みどり農業協同組合の町内各支店



粗
大
ご
み
の
収
集
を
以
下
の
日
程

で
行
い
ま
す
。
年
に
1
回
の
収
集
と

な
り
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
該
当
地
区
に
は
、
事

前
に
詳
細
な
内
容
の
チ
ラ
シ
を
配
布

い
た
し
ま
す
の
で
、
よ
く
読
ん
で
、

粗
大
ご
み
を
出
す
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
収
集
日
程

　

5
月
19
日　

坂
下
地
区

　

6
月
16
日　

金
上
・
若
宮
地
区

　

7
月
21
日　

広
瀬
・
八
幡
地
区

　

8
月
18
日　

川
西
・
高
寺
地
区　

▼
収
集
場
所
・
収
集
時
間

該
当
す
る
地
区
に
は
、
事
前
に
チ

ラ
シ
を
配
布
す
る
予
定
で
す
の
で
、

そ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
収
集
方
法

別
途
配
布
す
る
チ
ラ
シ
に
つ
い
た

処
理
券
と
処
理
費
用
を
お
持
ち
の
う

え
、
区
長
・
自
治
会
長
さ
ん
の
確
認

を
受
け
て
か
ら
、
収
集
場
所
に
お
持

ち
く
だ
さ
い
。（
指
定
し
た
場
所
に

出
せ
な
い
場
合
や
費
用
が
分
か
ら
な

い
場
合
は
、
収
集
業
者
と
ご
相
談
く

だ
さ
い
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

戸
籍
環
境
班
☎
84
‐
1
5
0
0

粗
大
ご
み
の
収
集
日
程

平成25年度の犬の登録と狂犬病予防注射を下記の日程で実施します。該当する飼い主さんは最寄りの会
場で受けてください。※犬の登録は、随時戸籍環境班で受け付けています。

登録の種類 費　　　用 受付方法

町に登録されている犬 1頭につき3,100円（集合注射料2,550円
＋注射済票550円）

個人通知書及び問診票を送付しますので、
記入のうえ必ず持参してください。

新たに登録される犬 1頭につき6,100円（登録料3,000円＋集
合注射料2,550円＋注射済票550円）

会場に用意してある申請書に記入してい
ただきますので、早めにおいでください。

○予防注射を受ける際には問診票の提出が必要となります。犬の登録をされている方には通知文書と併せ
て送付しますので、記入のうえご持参ください。

○つり銭のないようご協力ください。
▼Ｈ25狂犬病予防注射（集合注射）日程表

期　　日 場　　所 期　　間

5 月24日（金）

高寺コミュニティセンター（旧高寺公民館） 午前 9時30分～10時 5 分
坂本コミュニティセンター 午前10時20分～10時35分
八幡コミュニティセンター（旧八幡公民館） 午前10時50分～11時20分
若宮コミュニティセンター（旧若宮公民館） 午後 1時10分～ 1時50分
金上コミュニティセンター（旧金上公民館） 午後 2時 5分～ 2時45分

5 月27日（月）

長井公民館 午前 9時30分～ 9時45分
川西コミュニティセンター（旧川西公民館） 午前10時～10時20分
広瀬コミュニティセンター（旧広瀬公民館） 午前10時35分～11時20分
健康管理センター 午後 1時10分～ 2時30分

▼注意事項　○当日の注射は健康な犬に限らせていただきます。
○犬を扱いなれた人が連れてきてください。
○引き綱は短く持ち、犬の突発的行動に対処できるような服装でおいでください。
○首輪は必ず付け、注射時もはなさないでください。
○かみつき癖のある犬には、口輪をつけてください。
○フンを始末する道具を必ず持ってきてください。

　※飼い犬が死亡したときや、登録内容について変更が生じた場合は、ご連絡ください。
▼問い合わせ先　戸籍環境班　TEL 84-1500

犬の登録と狂犬病予防注射を実施します

桜
を
見
な
が
ら
、
い
い
汗
か
い
て
、

五
浪
美
術
記
念
館
で
名
誉
町
民
の
作

品
を
鑑
賞
し
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時　

4
月
21
日
（
日
）

　
　
　
　

雨
天
決
行

▼
受
付
開
始　

午
前
8
時
〜

▼
集
合
場
所　

ば
ん
げ
ひ
が
し
公
園

（
鶴
沼
球
場
正
面
玄
関
前
）

▼
日
程　

開
会
式　

午
前
9
時
〜

　
　
　
　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
開
始

　
　
　
　

午
前
9
時
30
分
〜

▼
コ
ー
ス
（
全
行
程
4
k
m
）

鶴
沼
球
場
（
ス
タ
ー
ト
）
↓
ば
ん

げ
ひ
が
し
公
園
桜
並
木
↓
坂
下
東
小

学
校
・
坂
下
東
幼
稚
園
↓
台
ノ
宮
公

園
（
桜
）
↓
五
浪
美
術
記
念
館
見
学

↓
坂
下
東
浄
化
セ
ン
タ
ー
↓
町
営
住

宅
↓
鶴
沼
球
場
（
ゴ
ー
ル
）

▼
参
加
料　

無
料

※
駐
車
場
は
、
鶴
沼
球
場
駐
車
場
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
事
前
申
込
み
は
不
要
で
す
。
当
日

直
接
受
付
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

※
参
加
は
自
己
責
任
で
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。（
保
険
の
加
入
は
し
ま

せ
ん
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

文
化
振
興
班
☎
83
‐
2
2
3
4

N
P
O
法
人
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
バ

ン
ビ
ィ
☎
83
‐
2
3
0
1

桜
ウ
ォ
ー
ク
と
美
術
館
め
ぐ
り

19
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高
齢
者
を
介
護
さ
れ
て
い
る
方
や

介
護
に
関
心
を
お
持
ち
の
方
々
を
対

象
に
家
族
介
護
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

介
護
の
中
で
の
様
々
な
課
題
を
学
習

し
た
り
、
介
護
者
同
士
の
情
報
交
換

の
時
間
を
持
つ
こ
と
で
、
日
頃
の
不

安
や
疑
問
を
解
消
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

▼
出
前
講
座
に
よ
り
、
皆
さ
ん
の
と

こ
ろ
へ
う
か
が
い
ま
す

　

各
地
区
公
民
館
や
集
会
所
等
を
会

場
に
し
て
、
小
人
数
の
グ
ル
ー
プ
へ

出
前
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
希
望
の
日
時
、
場
所
等
が
決
ま

り
ま
し
た
ら
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

※
土
・
日
や
平
日
夕
方
で
も
な
る
べ

く
、
希
望
に
沿
う
よ
う
に
い
た
し

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

会
津
坂
下
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
84
‐
2
7
0
0

山
火
事
防
止

会津坂下町内街頭犯罪等発生状況（平成25年2月末現在）
区　分 管内 会津坂下町 区　分 管内 会津坂下町

強 盗 自販機ねらい
空き巣ねらい 車上ねらい
忍 び 込 み ひったくり
事務所荒し 部品ねらい
出 店 荒 し 強制わいせつ
自 動 車 盗 1 1 街頭犯罪合計 1 1
オートバイ盗 その他刑法犯等 8 5
自 転 車 盗 全 刑 法 犯 9 6

家
族
介
護
教
室
開
催

山
火
事
は
空
気
が
乾
燥
し
、
草
木

が
芽
吹
く
前
の
春
先
に
多
く
発
生
し
、

貴
重
な
森
林
を
一
瞬
の
う
ち
に
焼
失

さ
せ
る
災
害
で
す
。

▼
次
の
こ
と
に
注
意
！

○
枯
草
な
ど
の
あ
る
火
災
の
起
こ
り

や
す
い
場
所
で
は
絶
対
た
き
火
は

し
な
い
。

○
た
き
火
や
野
焼
き
を
す
る
と
き
は

周
囲
に
も
知
ら
せ
、
一
人
で
は
行

わ
な
い
。

○
風
が
強
い
と
き
、
空
気
が
乾
燥
し

て
い
る
と
き
に
は
、
た
き
火
や
野

焼
き
は
し
な
い
。

○
た
ば
こ
火
は
必
ず
消
し
、
絶
対
投

げ
捨
て
な
い
。

○
火
遊
び
は
し
な
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

会
津
坂
下
消
防
署

　

☎
83
‐
4
1
0
0

▼
G
W
期
間
の
営
業
日

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
た
め
、

4
月
23
日
（
火
）
〜
5
月
6
日
（
月
）

ま
で
休
ま
ず
営
業
い
た
し
ま
す
。

▼
お
も
い
で
館
開
館

　

3
月
よ
り
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま
す
。

ご
来
館
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

㈱
会
津
ば
ん
げ
公
共
サ
ー
ビ
ス

　

☎
83
‐
1
3
4
4

　

糸
桜
里
の
湯
ば
ん
げ

　

☎
83
‐
1
1
5
1

糸
桜
里
の
湯
ば
ん
げ
よ
り

自
転
車
の
盗
難
や
交
通
事
故
な
ど

の
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
、
次
の

点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
ツ
ー
ロ
ッ
ク
（
二
重
ロ
ッ
ク
）
を

自
転
車
盗
難
は
、
県
内
の
全
刑
法

犯
内
で
最
も
件
数
の
多
い
犯
罪
で
す
。

被
害
自
転
車
と
し
て
は
、
無
施
錠
や

ワ
ン
ロ
ッ
ク
に
よ
る
被
害
が
大
多
数

で
す
。

ツ
ー
ロ
ッ
ク
さ
れ
た
自
転
車
の
盗

難
被
害
は
極
め
て
少
な
く
、
被
害
防

止
に
大
変
高
い
効
果
が
あ
り
ま
す
。

ワ
イ
ヤ
ー
錠
な
ど
の
鍵
を
も
う
一
つ

取
り
付
け
、
ツ
ー
ロ
ッ
ク
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
福
島
県
自
転
車
安
全
利
用
五
則

①
自
転
車
は
、
原
則
車
道
を
左
側
通

行
、
歩
道
は
例
外

②
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車
道
寄

り
を
徐
行

③
信
号
遵
守
と
一
時
停
止
・
安
全
確

認
④
安
全
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
を
守
る

○
飲
酒
運
転
の
禁
止
・
二
人
乗

り
・
並
進
の
禁
止

○
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯
・
反
射

材
着
装

○
運
転
中
の
携
帯
電
話
・
ヘ
ッ
ド

本
使
用
、
傘
差
し
運
転
の
禁
止

⑤
被
害
軽
減
の
た
め
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

用
に
努
め
る

自
転
車
利
用
時
の
お
願
い

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

会
津
坂
下
警
察
署

　

☎
83
‐
3
4
5
1
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事業名 日　時 開催場所
申込・問い合わせ先 備　考

すこやかキッズ

4 月18日（木）
午前10時～11時30分 健康管理センター

TEL 83-1000
※申込みはいりません

　 2歳～幼稚園入園前の子どもと保護者
　オムツ・飲み物
　読み聞かせ・楽しく遊ぼう

5月16日（木）
午前10時～11時30分

　 0～ 2歳の子どもと保護者
　オムツ・ミルク・飲み物
　ふれあい遊び

つくしんぼ教室
5 月～ 3月

年11回程度（月 1回）
平日の午前中

　中央公民館　外
問　生涯学習班
　　（中央公民館）
　　TEL 83-3010 

親子のふれあいや伝統行事などの体験学習
　1,000円（子ども 1人につき）
　町内に住む入園前の幼児とその保護者
　 4月26日（金）まで

第2回ばんげ
子どもフェスタ

5 月 3 日（祝日）
午前 9時30分

～午後 2時

　町民体育館　外
問　中央公民館
　　TEL 83-3010　

ばんげの子どもたちの成長を祝い、交流の遊
び場をつくります！たくさんのあそびがみな
さんを待っています！

H25年度文化財講座
『坂下学講座』
参加者募集

5 月～10月のうち
月 1回程度
（全 5回）

文化振興班
TEL 83-2234㈹

　町内に住む20歳以上の方
　 4月30日（火）まで
※昨年まで開催していた文化財講座『塔寺
塾』の名称を変更いたします

人権・行政相談会 5 月 7 日（火）
午前10時～午後 3時

老人福祉センター
 TEL 83-2837 

家庭内のもめごと、近隣とのトラブルをはじ
めとする人権や行政問題等についての相談会
を開催します。
人権擁護委員　　　猪俣徳吉（上町）　
　小池喜八（青津）　佐藤宗弘（福原）
　佐藤弘子（大沢）　田部伸予（杉山）　
行政相談委員
　鶴見常夫（新町）　渡部ひろみ（諏訪町）

司法書士
土地家屋調査士
による相談会

5 月 2 日（木）
午前 9時30分～正午

老人福祉センター
 TEL 83-2837 

財産、土地家屋問題などに関する困りごとの
相談に応じます。

神田かおり
講演・講談

「井戸掘り五平」

4 月21日（日）
午後 1時30分～

　中央公民館
問　社会福祉協議会
　　TEL 83-1368　

　無料
東日本大震災・福島原発事故から 2年が経
ちました。今も16万 5 千人もの方が避難生活
をよぎなくされ放射能の不安にさらされてい
ます。神田香織さんはいわき出身で震災当初
から地元に入り支援をし、子どもたちを被曝
から守るために活動を続けています。
　春のひととき笑いと涙の講談をお楽しみい
ただきたいと思います。多くの皆様のご来場
を心よりお待ちいたしております。

注　

意

○申し込みは原則、土・日・祝日を除く
　午前８時30分～午後５時15分　
○費用・料金等の記載のないものは無料
○「申込」の記載があるものは事前に申し込みが必要

＝場所  問＝問い合わせ  ＝内容  ＝申込期日  ＝参加費  ＝対象者  ＝持参物  ＝持参物

お information

□本　社／会津若松市神指町大字南四合字才ノ神461 ℡0242-36-5351
□事業所／柳津町大字藤字鶴ヶ峯4330-23 ℡0241-42-2890

㈱あいづダストセンター　
事業系一般廃棄物・粗大ごみ等

廃棄物のことならお気軽にご相談下さい



健 康 づ く り
す
こ
や
か
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健康保険の資格が変更になった際は、国民健康保険の手続きが必要になります。特に4月
は就職や退職、進学や卒業などにより、引っ越しや保険の切り替えにより資格が変わる機会
が多くなります。
忘れずに役場で手続きをしましょう。

手続きが必要な時 必要なもの

国保に
加　入

他の市町村から転入 転出証明書、印鑑

お勤め先の健康保険を抜けた時
（扶養から抜けた時）

社会保険資格喪失証明書など今まで
加入していた保険の資格がなくなっ
た事がわかるもの、印鑑

※ 1

お子さんがお生まれになった時 親御さんの保険証、母子健康手帳、
印鑑

生活保護を受けなくなった時 特にありません

※ 1：60歳以上65歳未満の方で、厚生年金・共済年金に合計20年以上（または40歳以降で10
年以上）加入されていた方は退職者医療制度に該当します。年金証書または基礎年金番号
が分かるものをお持ちください。

　注意！！［加入の届出が遅れると…］
保険税は加入の届け出をした日からではなく、資格を得た日（例：退職のときは退職した

日の翌日）から発生します。その日までさかのぼって保険税を納めなければならなくなりま
す（遡及賦課）。

手続きが必要な時 必要なもの

国保を
脱　退

他の市町村へ転出 保険証、印鑑 ※ａ

お勤め先の健康保険に加入した
時（扶養に入ったとき）

社会保険の保険証（コピー可）また
は社会保険取得証明書等、国保の保
険証、印鑑

※ｂ
※ｃ

お亡くなりになった時 保険証、印鑑
生活保護を受け始めた時 保険証

※ａ：就学のための転出の場合は、特例により会津坂下町の国保に加入したまま転出する事
が出来ます。その際は在学証明書が必要になります。（学生証では不可）

※ｂ：切り替わる方全員分をお持ちください。
※ｃ：会社の健康保険に加入した際でも、国保は自動的に脱退になったり、会社側で手続き

を行うということはありません。ご本人様またはご家族様が手続きを行ってください。
　注意！！［脱退の届出が遅れると…］
うっかり国保の保険証を使って医療を受けてしまった場合は、国保が負担した医療費をあ

とで返していただきます。保険が変更になった場合は、速やかにかかりつけ医療機関にご提
示ください。
また、ほかの健康保険と国保の保険税を二重に支払ってしまうことにもなります。

就職や退職による健康保険の切り替え。進学や卒業などによる引越しの時。

国民健康保険の手続きを忘れずに！

【問い合わせ先　保険年金班（④番窓口）TEL 84-1501】



町の人口と世帯 今月の納税今月の納税

お誕生おめでとう

※　掲載を希望されない方は、「戸籍
の届書」を提出する際に、戸籍の
担当に申し出てください。

ごめい福をお祈りします

23

人　口………16,853人（－22）

　男　……… 8,035人（－ 9）

　女　……… 8,818人（－13）

世帯数……… 5,396戸（－ 2）

（ 3月 1日現在） 【納期限4月30日（火）】

●固定資産税

●住宅使用料

●児童福祉負担金

●上・下水道・農業集落排水使用料

【休日の水道修理当番】
（ 4 /11～ 5 /14）

4/14日・21日・28日・29日
坂下水道 ℡83-2607

5/3・4日・5日・6日・12日
アクーズ会津 ℡28-4111

戸籍の窓口
2 /21～ 3 /20届出分

地　 区　 　 名 　前　 （保護者）

緑　町　五十嵐　　　慶
けい

（正　樹）

八日沢　松　本　澪
みお

　奈
な

（　功　）

宇　内　鈴　木　颯
そう

　太
た

（　晃　）

茶屋町　佐　 　真
ま

香
か

菜
な

（英　世）

諏訪町　江　川　公
こう

　亮
すけ

（卓　也）

新富町　新　國　和
わ

　來
く

（和　幸）

鉄砲町　江　花　ももか（忠　男）

見　明　杉　原　友
ゆ

　泉
い

（　武　）

柳　町　樋　口　虹
に

　心
こ

（雅　美）

宇　内　唐　司　俊　夫（88歳）
見　明　齋　藤　文　男（78歳）
勝　方　磯　部　又　佐（82歳）
　原　　白　井　　　仁（68歳）
樋　渡　鈴　木　マサ子（86歳）
沼　越　渡　部　敏　子（77歳）
柳　町　磯　目　陽　子（79歳）
新栄町　髙　橋　キヨシ（101歳）
古坂下　山　口　 　幸（71歳）
羽　林　谷　澤　ヤチヨ（94歳）
八日沢　二　瓶　冨美男（85歳）
気多宮　岩　城　義　政（64歳）
青　木　岩　渕　キ　ク（93歳）

❹月の保健ガイド
会津坂下町健康管理センター　☎83－1000

4 月11日（木）～ 5月14日（火）までの情報をお知らせします。

乳幼児健康診査
場　　所　会津坂下町健康管理センター
持 参 品　母子健康手帳・乳幼児健康管理手帳
受付時間　午後 1時～ 1時30分

事　業　名 月　日 対　　象　　者

4 か月児 5 月14日（火） 平成24年12月15日
～平成25年 1 月14日生

2 歳 6 か月児 4 月16日（火） 平成22年10月・11月生
3 歳 6 か月児 4 月26日（金） 平成21年10月・11月生
乳幼児健康
・栄養相談 4 月12日（金） 月齢・年齢は問いません。育児

についての相談を希望する方。

離乳食教室 4 月12日（金）
午後 2時30分～ 平成24年 7 月15日～ 9月14日生

むし歯予防フッ素塗布
場 所　会津坂下町健康管理センター
持 参 品　母子健康手帳・フッ素塗布受診券
受付時間　午後 1時～ 1時30分

事　業　名 月　日 対　　象　　者
1 歳

5 月10日（金）

平成24年 2 月・ 3月生
2 歳 平成23年 4 月・ 5月生
3 歳 平成22年 4 月・ 5月生
4 歳 平成21年 6 月・ 7月生

休日救急診療当番
※ 変更になる場合があります。

4月14日（日） 星医院 ☎ 83-2136
4 月29日（月） 坂下厚生総合病院 ☎ 83-3511
5 月 5 日（日） 菅原医院 ☎ 83-2311

救　急　病　院
坂下厚生総合病院 ☎ 83-3511

県医師会のホームページでも確認できます。

http://www.e-sense.ne.jp/̃ken-ishikai/

【役場周辺】 【学校等における測定結果（ 3月14日）】
月　日 数値
3月 1日 0.037
2 月 1 日 0.044
1 月 1 日 0.082
12月 1 日 0.107

H23. 3 月20日 0.750

マイクロシーベルト／時
調査地点 数値 調査地点 数値
坂下東小学校 0.103 坂下東幼稚園 0.103
坂下南小学校 0.067 坂下南幼稚園 0.078
坂 下 中 学校 0.059 ばんげ保育所 0.040

えくぼ遊育園 0.090
▼問い合わせ先　放射能対策室　TEL 84-1527



会津坂下町Facebook（フェイスブック）を運用開始
http://www.facebook.com/town.aizubange　 QRコード
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会津光明㈱（新舘）

皆さんが探検して見つけた「隠れた桜の名所」をぜひ教えてください！
※写真データと撮影場所・撮影月日を下記までご連絡ください。

▼問い合わせ先　〒969-6543 福島県河沼郡会津坂下町字市中二番甲3650
商工観光班　TEL 83-5711　FAX 83-5713 E-mail：nigiwai@town.aizubange.fukushima.jp

勝方寺

薬王寺（杉）

ばんげ東公園（西側道路沿い）

恵隆寺 立木観音（塔寺）

窪倉地区

坂下東小学校北側

松林閣（大上）

和泉地区

花見の季節となりました！花

会津坂下町会津坂下町にはには桜桜のの
名所名所ががいっぱい！いっぱい！

会津坂下町内には、会津五桜の一つとして有名な
「杉の糸桜」をはじめ、桜の名所がたくさんあります。
皆さんも町内随所にある「隠れた桜の名所」を探し
に探検してみては…。
きっと会津坂下町の新たな魅力が見つかりますよ！


